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荒井とみ三「こんぴら飴」 

高松市歴史資料館所蔵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【問い合せ先】※事前申込不要 

高松市歴史資料館友の会 讃岐村塾 事務局 

高松市瀬戸内町 30番 5号 高松市中央卸売市場管理棟 2階 ℡087-861-4520 

 

日 時：令和 8年 2月 21日（土） 

午後 1時３０分～午後 3時  

場 所：高松市生涯学習センター 

（まなび CAN）２階 大研修室 

高松市片原町 11-1『むうぶ片原町』ビル内 

ことでん片原町駅より南へ徒歩 1分 

定 員：先着６０名程度 
（※余裕を持たせた空間でご視聴いただくため定員数を変更いたしました。 

また、来場者多数の場合は讃岐村塾会員様を優先させていただきます。） 

 

 

 

 

讃岐村塾 講演会 

講 師：池 龍太郎 氏（五人百姓 池商店 28代目当主） 

五人百姓 池商店では、ただ飴を届けるだけでなく、この町の歴史や魅力も一

緒にお届けすることを大切にしています。28代目当主が始めた「人に伝えたく

なる琴平学」では、「一生に一度はこんぴら参り」から「人生に何度でも訪れた

くなる町へ」となることを願い、町の歴史、五人百姓の役割、参道の背景、この

町の人々が大切にしてきた想いについてお話します。 

 

 

本講演会では市域の祭りや民俗芸能について写真や映像で紹介し、その特徴な

どを解説します。また、少子高齢化やコロナ禍を経て、県内各地の民俗文化の現状

や課題や、取り組みなどについても紹介します。 

人に伝えたくなる琴平学  


